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2007年～2008年度　国際ロータリーのテーマ

5月は　　　　　　月間です。
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2007～2008年度

7月第３例会プログラム
7月19日（第2437回）
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先週の例会報告

1.　事業方針発表

会員選考（川田委員長）
　・事業方針
　　　当委員会は、職業分類、会員増強、ロータリー情報委員会の各委員会との連絡を十分とり
ながら、会員に推薦された候補者を次にあげる事業計画に基づいて選考し理事会に報告する。
しかし、会員増強が強く求められていることを念頭において協力していきたい。
　・事業計画
　　次の点を考慮して選考する。
　１、性格や世評が良いか。
　２、事業や専門職種の評価が良いか。
　３、協調性があるか。
　４、入会後会員としての義務を果たせるか。
　５、なるべく例会に出席できるか。

ロータリー情報（山本委員長）
　・事業計画
　１、 新入会員に、ロータリー会員としての責務や奉仕活動に
関する基礎知識を説明するオリエンテーションを実施する。
　２、入会３年未満の会員に各種委員会の責務や、ロータリー情
報を提供し、合わせて理事、役員並びに会員との相互理解と
親睦を計る為、STARプログラムを年３回開催する。

　３、 １月にロータリー理解推進月間の例会を主観する。
　４、全会員へ地区並びにRIの情報を提供。

クラブ管理運営（渡辺（俊）委員長）
　・事業方針
　　　クラブ奉仕の原点にあるのは、会員相互の信頼関係と連帯
感ではないかと思われます。この信頼と連帯を共有しあう事
の為に、親睦活動、例会におけるプログラムの充実という処
に重きを置きながら、６委員及びSAAとの間の連携を取り、
クラブ内の活性化を図っていきたいと思います。

出席（高橋委員長）
　・事業計画
　１、年間出席率を８０%以上を目標とする。
　２、年間優良出席会員の表彰をする。
　３、月間優良卓の表彰をする。但し役卓は除く。
　４、メークアップによる例会前１４日以内又は例会後１４日以
内を活用するよう推奨する。
　５、例会の欠席は前日までに事務局に連絡することを周知する。
　６、地区大会や分区主催の会合等への出席を推進する。
　７、出席ボードへの捺印はなるべく自主捺印するよう協力をお
願いする。

親睦活動（山上委員長）
　・事業方針
　　　会員間の知り合いと友誼を増進し、用意されたレクリエー
ション　及び社交的諸活動への参加を会員に奨励し、本クラ
ブの一般目的の遂行上、会長または理事会が課する任務を果
たすものとする。

　・事業計画
  （例　　　会）
　１、来訪者・会員の出迎えを行う



　２、来訪者の卓席案内及び紹介を行う
　３、ゲスト卓話者に対して、幹事、SAA,プログラム委員会と
協力し、歓迎する
　４、誕生祝いを行う（毎月第１例会日）
　５、結婚記念祝いを行う（毎月第２例会日）
（各種行事・懇談会）
　１、親睦家族懇親会の開催（8/23納涼会、3/27観桜会）
　２、各種行事への協力（地区大会、親睦ゴルフ大会、親睦野
球大会、ヒルウォーク、写真、麻雀、テニスクラブ等各種
同好会）
　３、その他、会員相互の親睦のための様々な企画の検討

プログラム委員会（小野委員長）
　・事業計画
　１、会長・幹事・SAA及び各委員長と相談しプログラムを作成する。
　２、会員の卓話を、多くプログラムに取り入れたい。
　３、ロータリー月間には、担当委員会に例会を担当していただく。
　４、週報に、次週例会の内容をお知らせする。

雑誌委員会（中桐委員長）
　・事業計画
　１、ロータリーの友、例会場にて記事内容の要点を夫々紹介
　２、ロータリー情報委員会、広報委員会等と連携して銀行等の待合室に配布しロータリー活動
の広報を計る。

広報委員会（松浦委員長）
　・事業計画
　１、ロータリークラブのイメージを高める為に、新聞、ケーブルテレビなどの地元の報道機関
を通じて広報活動を積極的に行ってまいります。各種活動に対して理解を深めてもらうと共
にロータリーの魅力を高める方法を見出します。それが会員拡大を間接的にも支援すること
になります。

　２、地区のインターネット活動に先駆け、クラブ内の情報伝達力を高める為にホームページ（HP）
メール機能などの充実を図り会員に対して報いる。

奉仕プロジェクト委員会（鈴木委員長）
　・事業計画
　　　地元地域社会及び他国の地域社会におけるニーズに応える教育的・人道的・職業的プロジ
ェクトを企画し、各奉仕委員会と連携してそれらのプロジェクトを実施したい。

ＳＡＡ（菊池ＳＡＡ）
　・事業方針
　「格調高く、和やかに」のテーマを引き続き継承し、伝統ある良き土浦クラブらしく運営して
いきたい。

　・事業計画
（例会運営）
　１、開会及び閉会の時間を厳守する。卓話者と卓話時間をよく調整する。
　２、開会前に幹事、プログラム委員会、例会担当委員会と打ち合わせをする。
　３、来訪者の有無の確認を親睦活動委員会と事前にし、紹介者を会長と相談する。
　４、結婚、誕生日記念日には一言スピーチをお願いする様にする。
　５、例会中の携帯電話はマナーモードにして頂く様にする。
　６、本年度はクラブ独自の50周年事業がありますので事業推進の打合せをする。
　７、会場ホテルと相談して、マイク、空調の調整及び食事内容の向上に努める。
（ニコニコボックス）
　１、ニコニコボックスは奉仕活動の財源であることを理解してもらう。目標金額は200万円と
し又楽しい話題を提供してもらうように努める。



例会場：ホテルロイヤルレイク土浦／例会日時：木曜日　12：30～13：30

 メークアップ

　佐藤、廣瀬（7/7　Ｇ、元、次Ｇ懇親会）、廣瀬（7/8　ロ・財団地域セミナー）

　佐藤、廣瀬、海老原、萩原（7/13　諮問委員会）

にこにこBOX

7/12　　43,000円　　　　累計　184,000円

就任一年間よろしくお願い致します。

◎鈴木君（奉仕プロジェクト）◎萩原君（副会計）

◎渡辺（俊）君（クラブ管理運営）

○福田君（会員増強）　◎山本君（ロ・情報）

◎川田君（会員選考）

◎結婚祝～髙木（彬）君、渡辺（浩）君

◎誕生祝～野中君

会　員 欠　席 出　席 出席免除 出席率
62名 5名 57名 11名 90.20%

★本日のメニュー★

まぐろの胡麻醤油漬
　　野菜添え

豚の角煮と冬瓜煮

切干大根のサラダ

大豆ミートの唐揚げ
　　プチトマト
　　にが瓜
白米

 出席報告

結婚記念祝（7月）

 例会予告

　7月26日　新入会員卓話　　野中　雄二 会員

　8月 2日　会員増強拡大月間に因んで　　会員増強委員会

「土浦ロータリークラブ美術館」

　　「茄子」　香合　白磁　　　初期作品

　　　　季語　　夏

　茄子の花は一つも無駄花がない事で、親の意見には一つも無

駄がないたとえ、考え事、仕事は全て成功する、なす（成す）

にあやかって、茶道では香合、茶入れに使われる。

クラブ会報委員会（鶴田委員長）
　・事業方針
　　　土浦RCの活動記録として読みやすい紙面になるように心がける。又写真等を活用し、活
動状況を正確に伝える。
　・事業計画
　１、卓話の内容、趣旨を読みやすく伝える。
　２、各委員会の事業計画、活動報告の掲載。
　３、卓話、委員会報告等の原稿を依頼する。
　４、写真等を利用して活動状況を正確に伝える。

クラブ組織委員会（堀越委員長）
　・事業計画
　　　各三大奉仕、青少年育成活動が順調に推進出来る様、その基盤となるクラブ会員数の増
強を目指す。
　　又、単に数の増強に留まらず、受入れる側としての自己研鑽、切磋琢磨を計り魅力あるク
ラブを醸成していく事に努める。


